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１．はじめに 

高度情報通信社会の進展に伴い，学校教育

の現場においても「情報活用能力の育成」を

めざし３つの下位目標（「情報活用の実践

力」・「情報の科学的な理解」・「情報社会に参

画する態度」）に則って，より一層系統的に展

開されようとしている．そのような中で，本

学園では「確かな学力を基にさまざまなメデ

ィアを駆使して多文化を理解したり，人々と

国際的にコミュニケーションしたりする能

力」の育成をめざして，情報教育と国際理解

教育を効果的に融合する形で研究開発を進め

ている。 
メディアの活用能力が高いことは，多文化

を理解する上でもグローバルなコミュニケー

ションを広げていく上でも極めて重要である

と思われる。例えば，国際情勢やその背景と

なる他国の文化を知る際，それを直接的に体

験することはほとんどなく，新聞や雑誌の文

字情報やニュース・ドラマ・ドキュメンタリ

ー等の様々な映像情報として与えられること

が多い。このとき，情報は必ずその発信者の

意図に基づいて，「事実を再構成している」と

いうメディアの本質を理解した上でその情報

に接すれば，国際理解も多文化理解も表面的

や一面的なものではなく，より多面的で深い

ものとなる。そのような理解の上に成される

国際的コミュニケーション能力こそが，今日

の情報・国際社会に必要不可欠な資質である

と考えられる。 
本研究では，国際コミュニケーション能力

の基礎となる「大量の情報の中から必要な情

報を主体的に読みとり，効果的に活用する能

力」の育成を目的とした「マルチメディア学

習」の幼小中一貫カリキュラムを開発する。

具体的には，様々な情報に対して多面的に評

価することのできる能力，すなわち「メディ

アリテラシー」を軸とした「情報活用能力」

を育成するための「マルチメディア学習」の

単元開発（学習内容・教材開発）を行う。さ

らに，実践授業を通した評価方法を併せて検

討することで，幼稚園から中学校 3 年生に至
る 12 年間の一貫カリキュラムに検討する。本
校における情報リテラシー教育の概念図を図

１に示す。 
 

 
図１ 本学園における情報リテラシー育成の概念図 

 
２．本研究の具体的な特色 

 これまで，幼稚園・小学校・中学校におい

て「マルチメディア学習」は単一教科・領域

では扱われていない。そのため，「メディアリ

テラシー」，「情報活用能力」，さらにはこれら

の総合力として位置づけられる「情報リテラ

シー」について，子どもの実態は多種多様な

状況にある。本研究では，「大量の情報の中か

ら必要な情報を主体的に読みとり，効果的に

活用する能力」を確実に育むためには，どの



ような単元（学習内容・教材）が子ども達の

実態に即しているかを既存教科との連携を踏

まえながら考察する。その具体的な特色は以

下の通りである。 
 
○国際コミュニケーション能力の育成を基礎

として，情報教育を捉えている。 
○メディアリテラシーを軸とした情報活用能

力の育成をめざした単元開発である。 
○幼稚園・小学校・中学校の発達段階に即し

た 12 年間の一貫カリキュラムを開発する。 
○幼稚園段階では，これまで培ってきた保育

内容を情報教育の側面から眺め，情報教育

としての新しい切り口について検討する。 
○小学校段階では， NIE（ Newspaper in 

Education）やマスメディア（例えばテレビ
局など）との関連を通して「マルチメディ

ア学習」を行う。 
○中学校段階では，「情報の科学的な理解」を

柱とし，その延長上に「情報活用の実践力」

と「情報社会に参画する態度」の育成を捉

えた「マルチメディア学習」の内容を検討

する。 
○発達段階に即し，多面的に評価できる評価

規準・評価方法を検討する。 
 
３．研究計画と方法 

 この研究開発では，幼小中一貫教育の「マ

ルチメディア学習」を通して身につけさせる

能力を，幼稚園では様々な身のまわりにある

情報を「理解」「活用」「判断」「発信」してい

くための基礎となる「情操」を，小学校にお

いては幼稚園で培った「情操」をベースに「表

現・コミュニケーション能力」を，さらに中

学校では幼稚園，小学校で培った「情操」「表

現・コミュニケーション能力」をベースに「情

報の多面的判断能力」と捉えている。その概

念図を図２に示す。 
さらに，このような発達段階を踏まえなが

ら，幼小中一貫のマルチメディア学習におい

て，以下のような４つの資質を柱とした具体

的な学習内容を考える。 
 
①情報活用の実践力 
②情報の科学的な理解 

③情報社会に参画する能力・態度 
④情報の多面的判断能力 

 
これらの資質を育むために，各発達段階に

おいて以下のような取り組みを３年間に渡っ

て行う。 
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図２ 一貫教育において身につけさせる能力の概念

図 

 
３.１ 幼稚園におけるマルチメディア学習 
 幼児期であるという子どもたちの特徴を考

慮しながら，その成長の様子に即し，五感を

通して様々に感じる力を養う。このような体

験をもとにしながら，情報社会に参画する能

力・態度のもとになる人とのかかわりの充実

を図っていく。幼児なりに身近な情報に触れ，

様々な情報があることを知り，情報との出会

いが楽しいと感じるなどの体験を重ねていく。

コンピュータの活用も特別なものではなく，

ごく自然にかかわれるように設置することに

より，子どもたちが「触れてみたい，楽しい

ものだ」と感じることができるようにする。

このような活動を通しながら，情報を受けた

り伝えたりすることの充実感が味わえるよう

にするとともに，小・中学校へ繋がっていく

と思われる情報リテラシーの基礎を培ってい

く。 
 
３.２ 小学校におけるマルチメディア学習 
 小学校では，主に前半（1～3 年生）におい
て，自分の調べたい情報を集めること，メデ

ィアに触れ，慣れ親しむこと，自分の考えや



グループの考えをまとめて発表することなど

の経験を積み重ねていく。その上で後半（4～
6 年生）では，社会生活の中で情報や情報技術
が果たしている役割や及ぼしている影響を理

解し，情報モラルの必要性や情報に対する責

任について考え，様々なメディア報道を多面

的に判断しようとする態度を育成する。その 
中でコンピュータリテラシーの充実も図る。

それらの活動を通して，小学校では，必要な

情報を主体的に収集・選択し，受け手の状況

などを踏まえて発信・伝達できる基礎的な力

を育成する。 
 
３.３ 中学校におけるマルチメディア学習 
 中学校においては，情報の多面的判断能力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と情報の科学的な理解を効果的に融合させな

がら「マルチメディア学習」を進めていく。

まず，「情報の多面的判断能力」については，

様々なコンピュータを含むメディアの仕組み

を知り，メディアを活用する活動を通して育

まれる，多面的にメディアを判断する能力で

ある。これらの活動を取り入れることにより

将来の情報社会に参画する能力・態度を培う。

また，情報を正確に伝えるための手段として

の様々な情報機器を活用していくためのコン

ピュータリテラシーを踏まえつつ，その基礎

となる情報の科学的理解の向上を図る。 
これらの取り組みをもとに具体的な学習項

目を考察し，つけたい力と関連させマルチメ

ディア学習の目標とした。それを表１に示す。 
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身近なメディアに自然
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 表１ マルチメディア学習の目標 

 
学校１～３年   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校４～６年  中学校 
単な文章や絵，写真を

い，自分の考えや気持

を伝えることができる

 

報機器を使い，

えや調べたこと

て発表・発信す

できるようにな

課題や目的に応じて情報

手段を適切に活用するこ

とを含めて，必要な情報

を主体的に収集・判断・

表現・処理・創造し，受

け手の状況などを踏まえ

て発信・伝達ができる。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様々な情
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をまとめ
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る。 
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。 
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自らの情報活用を評価・
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理論や方法を理解する。
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かを知り
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の言いたいことをまと
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に分かりやすく

信することがで
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社会生活の中で情報や情

報技術が果たしている役

割や及ぼしている影響を

理解し，情報モラルの必

要性や情報に対する責任

について考え，望ましい

情報社会の創造に参画し
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できるようにな
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ることを通して，メディ

アの社会に及ぼす影響や

発信力を理解し，様々な

メディアを生活に有効に

利用し，多面的にメディ

アを判断できる力を養う

。 

得られた

えて取捨

切に情報

ることが

る。 



４．まとめ 

本年度は「マルチメディア学習」の教材・

単元開発をめざし，2004PCカンファレンス 8
月 4 日発表の大和 [13]，見藤 [13]の実践例以外に
様々な取り組みは授業を通して行った。その

際，生徒にとって段階的を踏みながら進んで

いったほうが望ましかった教材・単元もあっ

た。中学校の事例にあるように教員が一人で

この授業に当たるのではなく，それぞれの専

門性を生かしながら複数のＴＴによる実践を

行ったほうが評価観点の精選や学習効果があ

がったことも実感として感じた。この実践事

例は一例に過ぎないが今後も実践的・実験的

な研究を地道に積み上げたものが，「マルチメ

ディア学習」のカリキュラム開発に近づいて

いくものと我々は確信している。また，本研

究は本学園が目指している「国際コミュニケ

ーション能力」の育成の基盤となるものであ

る。したがって，次のステップにおいては，

本学園にある「国際交流学習開発部会」と共

同し，本研究で成し得た研究成果に基づいて，

国際理解をも視野に入れた「国際コミュニケ

ーション能力」の育成に発展させる予定であ

る。 
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